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１． 事業者名及び代表者名
株式会社　ツバサ工業
代表取締役社長　　木野　祐輔

２． 所在地

名　称 延床面積

本社工場 825㎡

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　　　木野　祐輔 TEL      　054-622-1081

事務担当者　　　　　　木野　祐輔 E-mail    kabutubasa@yahoo.co.jp

４． 事業の概要

プラスチック製品の成形・加工及び組立

５． 事業規模
2021年10月 1日現在

項　目

売上高 全社　　113､151千円 （2022年度実績）

全社　　10名

６． 事業年度 　毎年　10月１日～翌年9月30日

７． レポートの対象期間及び発行日

環境経営レポートの対象期間（2021年10月1日～2022年9月30日）

環境経営レポートの発行日（2022年　12月　26日）

８． 対象範囲（認証・登録範囲）

活動；プラスチック製品の成形・加工及び組立

備　考

内　　　　　容

対象組織；　株式会社ツバサ工業　本社工場

Ⅰ　組織の概要

従業員数

　静岡県焼津市吉永1876-12

所　在　地



１．
１）
２）

２． 環境関連法規制等の遵守

３． 環境に配慮した製造活動

４． 環境経営の継続的改善
課題とチャンスを踏まえ、製造活動を中心に環境経営の継続的改善を行います。

５． 環境コミニュケーションの実施
１）

２）

制定年月日 2018年8月10日

株式会社　 ツバサ工業
代表取締役社長　木野　祐輔

　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

社外に環境活動レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミ
ニュケーションを図って行きます

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量　等の削減に努めます

環境関連法規制を遵守します

電気の使用量削減に努めます
３R活動の展開による廃棄物の削減及びリサイクルに努めます

社内においては、全従業員に環境方針を周知し、全社員参画による取組を目指します

Ⅱ　環境経営方針

　当社は、株式会社ツバサ工業の経営理念に基づき、プラスチック製品の成形・加工及び
組立の業務を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極
的に取り組みます。安全で品質優先の客先に満足していただける製品を効率よく、短納期
でお客様に提供することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的
に改善活動に取組んでまいります。

[基本方針]

株式会社　ツバサ工業　環境方針

[環境理念]

環境に配慮したプラスチック製品作りを推進します。



＜関係者の権限と役割＞

社長
① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境経営に必要な資源の準備
③ 環境経営システム全体の評価と見直し・指示
④ 環境管理責任者の任命
⑤ 環境経営方針の策定
⑥ 経営における課題とチャンスの明確化
⑦ 効率的な実施体制の確立と全従業員への周知

環境管理責任者　（社長兼任）
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境目標及び環境活動計画の作成
③ 取組状況の社長への報告
④ 環境活動レポートの作成

ＥＡ２１事務局　（社長兼任）
① 環境負荷データ等の集計
② 環境目標・環境活動計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境管理責任者へ取組状況の報告
⑤ 法規制の遵守状況チェック
⑥ 文書・記録の管理

各部門長
① 部門の環境活動計画の実施
② 部門データの集計
③ 部門の問題点把握と是正対策の実施
④ 部門取組状況の事務局への報告
⑤ 部門の従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割のエコアクション21活動を推進努力する

作成日
作成者 　木野　祐輔

2021年10月1日

Ⅲ　実施体制

製造部

木野　祐輔

木野　祐輔

野田　隆宏

代表取締役社長

ＥＡ２１事務局

検査・計量 アニール

木野　祐輔

環境管理責任者

増田美由紀 田中　成実

資材管理

岩井　由紀夫



１．2022年度：運用期間（2021年10月〜2022年9月）の環境目標
項
目

㎏-CO2

kWh

L

ｍ3

ppm

＜備考＞

１．

2 一般廃棄物に関しては排出がないので対象外とした

基準年度

2020年10月〜2021年9月 2021年10月〜2022年9月 2022年10月〜2023年9月 2023年10月〜2024年9月

㎏-CO2 185,276 -2% -2% -3％

電力 kWh 379,660 -2% -2% -3％

ガソリン L 1,332 -2% -2% -3％

㎥ 120 -2% -2% -3％

ppm 2480 -1％ -1％ -2％

＜備考＞

１．

2．

-1%

-2%水使用量

40.59-2%

-2%

-2%

-2% 1,319

電力

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、ミツウロコ2020年度実績　　調整後排出係数の「0.480㎏-CO2/kWh」を使用した。

133

2500

120

2480

運用年度　（2022年度）

目標削減率 目標値

181,570

375,863

廃棄物
排出量

内訳

二酸化炭素排出量

基準年度

2020年10月～2021年9月

基準値

185,276

1,332

41.0

「環境に配慮した製品づくり」は、2020年度内に目標の設定を行う。

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、ミツウロコ2020年度実績　　調整後排出係数の「0.480㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．中長期の環境目標

環境目標は、2021年度を基準年とした基準年比で示す。

環境に配慮した製品づくり
（不良率の低減）

二酸化炭素排出量

内訳

目標年度毎の削減率等

環境に配慮した製品づくり
（不良率の低減）

項目

Ⅳ　環境経営目標

単位

水使用量

廃棄物排出
量

単位

ガソリン

2021年10月〜2022年9月　　

産業廃棄物

379,660

ｍ3

産業廃棄物 ｍ3 41.0 -2% -2% -3％



１０月１１月１２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月

A

A

A

B

A

B

C

D

E 月初点検 月初点検

F

G

H

I

J

A

A

B

C

D

A

B

C

A

B

C

D

二酸化炭素の削減

エコモードによる運転

　　　〃　　　　の　台数削減の検討

未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他）

稼働率の向上

燃費確認(走行キロ数、給油量等）

廃棄物の発生抑制のため、新規受注の適合性に
取り組むことを検討する

既存製品についても、計画的に製品アセスメント
等を実施する方法を検討する

環境に配慮した製品作りのテーマ検討

封筒などの再利用

成形不良品の削減

（2021年10月～2022年9月）

スケジュール
環境活動項目 責任者

木野

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
運
転
管
理
等

環境に配慮した製品
づくり

リサイクルの推進

廃棄物の削減

水使用量の削減

コピー用紙の両面使用

田中

増田

田中

ダンゴ、パージの削減

水もれ点検の実施

工
場
・
事
務
所

エアコンの設定温度を夏季28℃、冬季20℃に設定

クールビズ、ウォームビズの実施

環境目標(数値目標）の設定検討

通函の延命化の検討

廃プラスチックのリサイクル率向上
岩井

再生材の使用率向上

段取り時間の短縮

５S活動の実施

Ⅴ　環境経営計画

デマンドコントロールの検討

天井照明の間引き

高効率照明の採用（LED、HF蛍光灯、高効率水銀
灯）
製造工程の見直し

木野

野田

空
調
等

野田

岩井
コンプレッサーのエア漏れチェック

野田



運用期間（2021年10月〜2022年9月）の環境目標の実績　

基準期間

2020年10月
〜

2021年9月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値

実績
削減率

評価

㎏-CO2 185,276 -2% 181,570 212,695.5 17% ×

kWh 379,660 -2% 372,067 437,311 18% ×

L 1,332 -2% 1,305 1,200.1 -8% ○

-2% 40.2 20.9 -49%

-2% 0 0%

㎥ 120 -2% 118 132 12% ×

ppm 2480 0% 2,480 2,480 0% ○

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

次年度の環境経営目標

基準期間

2020年10月
〜

2021年9月

基準値 削減率等 目標値

㎏-CO2 185,276 -2% 181,570.5

kWh 379,660 -2% 372,067

L 1,332 -2% 1,305.4

産業廃棄物 m3 41.0 -2% 40.2

m3 120.0 -2% 118

ppm 2,480 -1% 2,455

1, 環境に配慮した製品づくりの基準値は2021年度の実績とした

ガソリン

Ⅵ　環境経営目標の実績とその評価
次年度の環境経営目標

運用期間

2021年10月〜2022年9月項目 単位

二酸化炭素排出量

　前年同期実績をベースに、運用期間（2020年10月〜2021年10月　）の実績・評価 を以下に示す。

廃棄物排出量

水使用量

内訳
電力

本年実績を基準として来年度の目標を設定します

廃棄物排出量

水使用量（水道水）

産業廃棄物 ｍ3 41.0

二酸化炭素排出量

内訳

水道水

電力

ガソリン

ｔ＝立方メートル×0.2とした

”アニール水”の使用量が増加した。

本年度実績を基に来年度の目標を設定します

○

環境に配慮した製品づくり
（不良率の低減）

電力
自動化のための設備増設で電力量が増えてしまった

環境に配慮した製品づくり
（不良率の低減）

※中長期目標時と変更なし

項目 単位

運用期間

平成2022年度
2022年10月
〜2023年9月



A ○

A 〇

A ○

B ○

A ○

B ○

C ○

D ○

E 岩井 ○

G ○

H ○

I ×

J ○

A ○

A ○

B ○

C ○

D △

A ○

B ○

C ×

A ○

B ○

C
△

D
-

＜備考＞

1 取組期間の評価は2021年10月～2022年9月の1年間の実績評価である。

2 評価判定

○（良くできた）・△（まあまあできた）・×（できなかった）・‐（実施が見送られた）

環境に配慮した
製品づくり

環境に配慮した製品作りのテーマ検討

野田

環境目標(数値目標）の設定検討

既存製品についても、計画的に製品アセスメント等
を実施する方法を検討する

廃棄物の発生抑制のため、新規受注の適合性に取
り組むことを検討する

リサイクルの推進

プラスチック端材の再使用率向上

木野
通函の延命化の検討

廃プラスチックのリサイクル率向上

廃棄物の削減

コピー用紙の両面使用

田中
封筒などの再利用

成形不良品の削減

ダンゴ、パージ材の削減

野田
段取り時間の短縮

稼働率の向上　（3％アップ）

５S活動の実施

水使用量の削減

水もれ点検の実施

岩井

工
場
・
事
務
所

デマンドコントロールの検討

未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他）

野田
天井照明の間引き

高効率照明の採用（LED、HF蛍光灯、高効率水銀
灯）製造工程の見直し

コンプレッサーのエア漏れチェック

環境活動項目 責任者

二酸化炭素
の削減

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

エコモードによる運転

木野

今後　検討項目をもっと煮詰めたい

具体的な活動項目を
再検討する必要があ

る

運
転
管
理
等

燃費確認(走行キロ数、給油量等）

木野

空
調
等

エアコンの設定温度を夏季28℃、冬季20℃に設定

増田

クールビズ、ウォームビズの実施

客先の仕様通りの製造および納入
なので　社内独自での活動に限界
がある

廃プラスチックリサイ
クル業者が廃業して
いるためＣは次年度

対象外とする

生産減少にともない廃棄物量も減
少した。　意識は高くなっていると思
う

成形不良を減らし、
稼働率を上げる事で
ダンゴパージ材も削
減できるので重要項
目とする

問題なし

次年度も引き続き活
動します

本年度は自動化を進めるため設備
の増設した影響で予想以上に電力
量が多くなってしまった

稼働率の向上と電力
量の削減を同時に達

成したい

今回同様に進めてい
く

夏場の暑い時期以外は問題なし

本年度はコロナの影響により　外出
機会が減って燃費が減った

今回の実績を踏まえ
てそこから燃費向上

に努めたい

次年度も引き続き活
動します

ハイブリット車の社有車カムリを常
時エコモードで使用していた

評価 コメント
今後（次年度）
の取組内容

Ⅶ　環境経営計画に基づき実施した取組内容・取組結果とその評価
次年度の環境経営計画

（取組期間：2021年10月～2022年9月）



電力量の少ない成形機へ買い換え

省力化

◆工場排水利用◆

◆社内注意書きで社員の意識づけ◆

◆電力量削減によるCO2削減◆

Ⅷ　当 社 の 取 組 み



◆地域との融合活動◆

近隣清掃



１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2022年10月１3日

評価者　環境管理責任者　木野　祐輔

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） 該当なし

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー：2台，射出成形機：14台 該当なし

第8条 特定施設の数等の変更の届出 変更無し 該当なし

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） 該当なし

第10条 浄化槽の清掃の実施 年１回 ○

第10条 浄化槽の保守点検の実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第１１条 指定検査機関による定期水質検査 年１回 ○

第6条の2第6項
一般廃棄物の収集運搬業者への委託処
理

市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 ○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項
運搬又は処分を委託する場合の処理基準
の遵守

処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○

第12条の3第8項
管理票写しの送付がない時の適切な措置
の実施

運搬又は処分業者からのD,E票の期間内
返却

○

第9条の4
少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び
取扱基準

・市町村条例で定める
・指定可燃物：紙屑、プラスチック類等

○

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出
指定数量以上の危険物の保管の消防署へ
の届出

○

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 ○

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 ○

家電リサイクル法（特定家庭用機
器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をす
る者等への適切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条
使用済自動車の引き取り業者への引き渡
し

リサイクル料金の支払（廃車時）

省エネ法（エネルギーの使用の合
理化に関する法律）

第4条
エネルギー使用量の合計が１，５００Ｌ／年
以上の事業者は届出

エネルギー使用量（原油換算地）の把握 該当なし

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

該当なし

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン
類の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

該当なし

その他 リーチ（REACH)規制
リーチ適合材料の使用及び適合 製品の納
入

該当なし

第52条 騒音基準の遵守義務 該当なし

第53条 騒音特定施設の届出 空気圧縮機（原動機の定格出力が4kw) 該当なし

第55条 騒音特定施設変更の届出 該当なし

第79条 振動基準の遵守義務 該当なし

第80条 振動特定施設の届出 金属加工機械(液圧プレス） 該当なし

第82条 振動特定施設の変更等の届出 該当なし

第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利用
の促進に関する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの協力
（適正廃棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

グリーン購入法（国等による環境物
品等の調達の推進等に関する法
律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等）
物品の購入、借り受け等する場合の環境物
品等の選択

該当なし

２． 違反、訴訟等の有無
　　　 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

責務
・

努力

Ⅸ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法律・条例

自動車リサイクル法（使用済自動
車の再資源化等に関する法律）

該当なし

静岡県生活環境の保全等に関す
る条例

法令

法令

フロン排出抑制法（フロン類の使用
の合理化及び管理の適正化に関

する法律）

義務

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び
清掃に関する法律）

静岡県産業廃棄物の適正な処理
に関する条例

静岡県条例

消防法

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法



代表取締役社長　　木野　祐輔

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

2021年　10月から1年間の取組について、環境経営方針、環境経営目標及び
環境経営計画、実施体制を含めた実施状況等について評価を行なった。

自動化、省力化、製品安定を目指して設備投資したが　電気の目標に対して
大幅に増えてしまい目標達成できなかった

新型コロナの影響もあり　売り上げが減少しているにもかかわらずの電力量
アップなので今一度見直す必要があると思います

　来年度の目標、項目については再度2022年度の実績から検討し、再チャレ
ンジとして活動していきたい

　取組を進めて行く上では、従業員の意識改革が何よりも重要なことから、社
員教育を含めた社内コミニュケーションの充実を図ることが大切である。

　環境経営方針については再度チャレンジが必要と判断した。

　実施体制においては、各自の役割、責任及び権限を全従業員に再度周知
し、エコアクション２１の取組が、企業経営者のみならず個々の従業員にとって
も有意義なものとなるよう、進めていきたいと考える。

昨今の世界事情の変化により経営環境が大きく変化する事も予想されるが
その中で最善をつくせるよう努力してまいります

2022年12月26日

株式会社　ツバサ工業


